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「俺たちが火災被害を食い止める！」
当別消防団員による火災を想定した放水訓練
～平成20年度当別消防訓練大会（６月21日）～

第３回
定例会
平成20年６月

道内所管事務調査! �

議案審議! �～!
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平成20年第３回
当別町議会定例会

平成20年６月10日～

平成20年６月13日
（11日～12日休会）

『
平
成
二
十
年
度
当
別
町
一
般
会
計

補
正
予
算
』ほ
か
全
三
議
案
可
決

予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算
審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議

予
算
審
議

　
平
成
二
十
年
第
三
回
定
例

会
は
、
六
月
十
日
か
ら
十
三

日
ま
で
（
十
一
日
、
十
二
日

は
休
会
）
の
四
日
間
の
日
程

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
年
度
当
別
町
一

般
会
計
補
正
予
算
、
平
成
二

十
年
度
当
別
町
老
人
保
健
特

別
会
計
補
正
予
算
の
ほ
か
、

人
事
異
動
に
伴
う
固
定
資
産

評
価
員
の
選
出
に
つ
い
て
の

審
議
を
し
、
提
案
さ
れ
た
議

案
は
、
す
べ
て
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

一
千
百
四
十
二
万
八
千
円
を

増
額
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
七
十
八
億
三
千
五
百
六
十

七
万
七
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
歳
出
増
の
主
な
も
の
で

は
、
農
業
振
興
費
と
し
て
産

地
の
競
争
力
を
強
化
す
る
た

め
に
「
強
い
農
業
づ
く
り
事

業
」
三
千
七
百
五
十
八
万
八

千
円
を
、
そ
の
ほ
か
に
学
校

を
含
む
町
の
施
設
を
ア
ス
ベ

ス
ト
調
査
す
る
た
め
の
委
託

料
百
十
四
万
円
な
ど
を
新
た

に
計
上
し
ま
し
た
。

　
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正

予
算
は
、
平
成
十
九
年
度
医

療
費
の
精
算
に
よ
る
償
還
金

が
発
生
し
、
平
成
十
九
年
度

老
人
保
健
特
別
会
計
か
ら
の

繰
越
金
が
見
込
め
る
た
め
、

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

三
千
四
百
二
十
八
万
七
千
円

を
増
額
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
二
億
四
千
八
百
十
七
万

九
千
円
と
し
ま
し
た
。

報
告
（
原
案
承
認
）

■
平
成
十
九
年
度
当
別
町
一

般
会
計 
繰 
越
明
許
費
繰
越

※　

計
算
書
に
つ
い
て

■
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
和
解

及
び
損
害
賠
償
額
の
決
定

に
つ
い
て
）

■
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成

十
九
年
度
当
別
町
一
般
会

計
補
正
予
算
）

■
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
当
別

町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
）

■
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
当
別

町
都
市
計
画
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て
）

■
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
当
別

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て
）
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■
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成

二
十
年
度
当
別
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
）

■
平
成
十
九
事
業
年
度
当
別

町
土
地
開
発
公
社
の
決
算

に
関
す
る
書
類
の
提
出
に

つ
い
て

■
平
成
二
十
事
業
年
度
当
別

町
土
地
開
発
公
社
の
事
業

計
画
及
び
予
算
に
関
す
る

書
類
の
提
出
に
つ
い
て
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※
繰
越
明
許
費
（
ク
リ
コ
シ

メ
イ
キ
ョ
ヒ
）

　
歳
出
予
算
の
経
費
の
う
ち
、

年
度
内
に
そ
の
支
出
が
終
わ

ら
な
い
見
込
み
の
あ
る
も
の

で
、
具
体
的
な
事
業
名
が
あ

げ
ら
れ
、
使
用
財
源
が
必
ず

確
定
財
源
と
し
て
裏
づ
け
ら

れ
た
場
合
に
、
翌
年
度
一
年

か
ぎ
り
で
繰
り
越
し
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
経
費
の

こ
と
を
言
い
ま
す
。（
参
照

：

地
方
自
治
法
第
二
一
三
条
）

議会を傍聴して
みませんか

　当別町議会定例会は、３月、６月、９月、１２月に定期的
に開催され、また、必要に応じて臨時議会が開催されます。
　とうべつ議会だより・議会日程はホームページでも公開し
ています。http://www.town.tobetsu.hokkaido.jp/
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にににににににににににににににににににににににににににににに

そ
の
ほ
か
に　

ここここここここここここここここここここここここここここここ
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ん
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こ
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決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決
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りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
まままままままままままままままままままままままままままままま
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たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

決
ま
り
ま
し
た

用
語
解
説
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問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問

一
般
質
問

紹
介
議
員　
　
神
林　
俊
一

市
川　
　
正

岡
野
喜
代
治

小
早
川
孝
男

臼
杵　
英
男

稲
村　
勝
俊

　
本
定
例
会
に
お
い
て
、
議

員
提
案
は
二
件
上
程
さ
れ
、

採
決
の
結
果
、
両
件
と
も
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
、
閉
会

後
に
第
一
号
は
農
林
水
産
省

等
に
、第
二
号
は
北
海
道
に
、

そ
れ
ぞ
れ
意
見
書
と
し
て
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

■
議
員
提
案
第
一
号

□
国
に
よ
る
公
的
森
林
整
備

の
推
進
と
国
有
林
野
事
業

の
健
全
化
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て

提
出
者　
後
藤　
正
洋

【
原
案
可
決
】

■
議
員
提
案
第
二
号

□
支
庁
制
度
改
革
に
関
す
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

提
出
者　
後
藤　
正
洋

【
原
案
可
決
】

関
係
各
機
関
と
と
も
に
農
林

水
産
省
等
へ
意
見
書
と
し
て

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

■
陳
情
書
一
番

【
総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員

会
付
託
】

○
「
郵
政
民
営
化
見
直
し
を

求
め
る
意
見
書
」
採
択
の

陳
情
書

《
陳
情
団
体
》

郵
産
労
北
海
道
地
方
本
部

執
行
委
員
長　
斉
藤　
秀
夫

■
陳
情
書
二
番

【
産
業
建
設
常
任
委
員
会
付

託
】

○
国
に「
働
け
ば
暮
ら
せ
る
」

最
低
賃
金
実
現
を
求
め
る

意
見
書
採
択
に
関
す
る
陳

情
書

《
陳
情
団
体
》

札
幌
地
区
労
働
組
合
総
連
合

　
議
長　
赤
坂　
正
信

■
請
願
書

【
議
長
一
任
】

○
国
営
造
成
農
業
水
利
施
設

等
の
確
実
な
整
備・維
持・

更
新
の
た
め
の
請
願
書

《
陳
情
団
体
》

当
別
土
地
改
良
区

理
事
長　
山
田　
　
智

篠
津
中
央
土
地
改
良
区

理
事
長　
南
部　
重
雄

　
本
定
例
会
に
お
い
て
、
陳

情
書
二
件
が
提
出
さ
れ
、
一

番
は
総
務
文
教
厚
生
常
任
委

員
会
に
、
二
番
は
産
業
建
設

常
任
委
員
会
に
そ
れ
ぞ
れ
付

託
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
請
願
書
一
件
が
提

出
さ
れ
、
議
長
一
任
と
し
、

閉
会
後
に
当
別
町
内
の
農
業

　
第
三
回
定
例
会
で
の
一
般

質
問
は
、
六
月
十
三
日
に
行

わ
れ
、
臼
杵
英
男
議
員
、
石

川
和
栄
議
員
、
柏
樹
正
議
員

の
三
名
が
登
壇
し
、
町
政
を

た
だ
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
本
だ
よ
り
の

五
ペ
ー
ジ
か
ら
七
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。 
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陳
情
・
請
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審
査
付
託
の
件

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提
案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案

議
員
提
案

議
会
の
う
ご
き

（
平
成
年
５
月
〜
平
成
年
７
月
）

20

20

Ｈ　
・５
月

20
５
・
９

５
・　23６

月
６
・
２

６
・
３

６
・
５

６
・　
〜　
10
13

６
・　24

６
・　26７

月
７
・
１

７
・
３

７
・
９

７
・　
〜　
15
16

７
・　17

当
別
町
議
会
議
員
会
及
び
森
林
議
連

総
会

支
庁
制
度
改
革　
内
海
道
議
を
囲
む

意
見
交
換
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

平
成　
年
第
３
回
定
例
会

20
（　
日
、　

日
休
会
）

11

12

群
馬
県
邑
楽
郡
大
泉
町
議
会
来
町

第　
回
石
狩
支
庁
管
内
町
村
議
会
議

27員
研
修
会
（
新
篠
津
村
）

平
成　
年
度
北
海
道
町
村
議
会
議
員

20
研
修
会
（
札
幌
市
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

福
島
県
耶
麻
郡
猪
苗
代
町
議
会
来
町

産
業
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

（
本
別
町
、
清
水
町
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会
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　谷副議長、遠藤事務局長
両氏が自治功労賞を受賞
　当別町議会議員の　谷茂氏と議
会事務局長の遠藤渉氏が、１０年
以上にわたる地方自治の振興発展
に寄与貢献されたことが認めら
れ、石狩支庁管内町村議会議長会
より表彰されました。

議会推薦の当別町農業委員に
神林　俊一 議員が決定

　第３回定例会の初日（６月１０日）、
任期満了に伴う議会推薦の当別町農業
委員に神林俊一議員が全会一致で引き
続き、推薦・決定されました。
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　産業建設常任委員会（市川正委員長）は、７月１５日から１６日にかけて十勝管内本別町、
清水町を訪問し、研修を行いました。
　本別町では、国からのまちづくり交付金を活用し、廃止された旧ふるさと銀河線各駅の周辺
整備を実施することにより、新たな交通の拠点と観光資源の創出を目指す都市再生整備の取り
組みについて、現地視察と研修を行いました。
　また、清水町では、町内で生産、製造された農産物及び食品（農・畜・水産物及び加工品）
を町独自の基準により、審査・認証し、清水特産品として町内外の消費者に広くアピールして
いる「ふるさとブランドとかちしみず認証制度」の取り組みについて、研修しました。
　なお、もう一つの委員会である総務文教厚生常任委員会の所管事務調査は、８月上旬の実施
を予定しています。

「道の駅」として整備された旧本別駅 清水町役場にて

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ののののののののののののののののののののののののののののの報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告議員研修会の報告
 

　当別町議会では、議員の資質向上と研鑽を
図るために研修会への参加や所管事務調査な
どを実施しています。
　平成２０年６月２６日には新篠津村にお 
いて石狩管内町村議会議長会主催の研修会
（講演：『後期高齢者医療制度について』）に、 
７月１日には札幌市で北海道町村議会議長会
主催の研修会（講演：『分権改革と地方議会
のこれから』ほか）に参加しました。

石狩管内町村議会議員研修（新篠津村）

北海道町村議会議員研修（札幌市）
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いっぱん質問

町
長
は
町
政
懇
談
会
を
開
催

し
、
各
地
域
で
説
明
を
さ
れ

て
き
た
が
、
町
民
や
各
議
員

が
十
分
な
理
解
を
し
、
認
識

を
統
一
す
る
た
め
に
、
質
問

を
行
う
。

　
ま
ず
、
ど
の
よ
う
な
目
的

で
事
業
を
実
施
す
る
の
か
。

　
次
に
、
実
施
す
る
上
で
、

町
は
ど
の
よ
う
な
立
場
、
役

割
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
こ
の
事
業
は
単
発
的
な
イ

ベ
ン
ト
で
終
わ
ら
せ
る
の
で

は
な
く
、
定
着
さ
せ
て
、
経

済
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

各
種
団
体
や
農
業
者
は
も
ち

ろ
ん
、
町
民
と
の
意
思
の
疎

通
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
将
来
、
軽
ト
ラ
ッ

ク
に
よ
る
青
空
市
が
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
は

事
業
の
組
織
化
や
商
工
業
者

と
の
連
携
が
必
要
に
な
る
と

思
う
が
、
理
解
や
協
力
、
連

携
を
得
る
た
め
に
ど
う
す
れ

ば
良
い
と
町
長
は
考
え
て
い

る
か
。

　
更
に
こ
の
事
業
の
実
施
時

期
や
場
所
に
つ
い
て
も
伺
う
。

町
長　
昭
和
六
十
一
年
に
当

別
で
は
農
家
が
１
３
０
０
戸

あ
り
、
農
業
の
産
出
額
は 

１
０
０
億
円
以
上
あ
っ
た
が
、

平
成
十
八
年
に
は
７
５
０

戸
、　

億
円
に
減
少
し
て
し

68
ま
っ
た
。
こ
の
間
、
農
産
物

の
生
産
性
を
高
め
る
た
め
に

基
盤
整
備
や
農
業
機
械
な
ど

の
整
備
事
業
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
き
た
も
の
の
、
農

業
の
所
得
割
額
は
個
人
町
民

税
総
額
の
１
・
８
％
に
し
か

す
ぎ
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
中
富
良
野
町
は

当
別
よ
り
も
小
さ
な
町
な
が

ら
平
成
年
代
に
入
っ
て
、
ど

ん
ど
ん
農
産
物
の
売
り
上
げ

を
伸
ば
し
て
い
る
。
作
物
別

に
み
る
と
米
か
ら
野
菜
の
産

出
量
を
増
や
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
当
別
の
転
作

率
は　
％
で
、
米
か
ら
麦
に

73
転
作
す
る
と
労
働
時
間
が
相

当
減
る
の
で
、
こ
の
時
間
を

農
業
所
得
向
上
の
た
め
に
使

え
な
い
か
、
と
考
え
て
し
ま

う
。
こ
れ
か
ら
は
、
農
業
者

自
ら
が
安
心
、
安
全
と
い
う

付
加
価
値
を
認
識
し
て
、
所

得
向
上
を
目
指
す
と
い
う
、

意
欲
が
必
要
で
あ
る
。

　
次
に
必
要
な
の
は
、
農
産

物
の
新
た
な
販
路
を
開
拓
す

る
こ
と
で
あ
る
。
農
家
自
ら

が
自
信
を
持
っ
て
販
売
す
る

こ
と
で
最
高
の
新
鮮
な
農
産

物
を
提
供
し
、
当
別
の
農
産

物
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
全
道

や
全
国
に
認
識
さ
せ
る
、
そ

の
発
信
拠
点
を
つ
く
る
こ
と

だ
と
考
え
る
。
農
家
の
人
が

忙
し
い
中
、
意
識
を
変
え
て

野
菜
を
つ
く
っ
た
、
あ
る
い

は
特
産
品
と
し
よ
う
と
す
る

も
の
を
つ
く
っ
た
、
そ
う
い

う
も
の
を
発
信
す
る
拠
点
が

必
要
だ
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
当
別
町
の
魅
力

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、

基
幹
産
業
の
農
業
を
活
性
化

し
て
商
工
業
者
と
町
民
が
連

携
で
き
る
施
策
を
講
ず
る
べ

き
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
現
状
を
認

識
す
る
と
と
も
に
今
あ
る
資

産
で
最
大
限
に
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
施
策
と
し
て
、
ど
こ
の

農
家
で
も
持
っ
て
い
る
軽
ト

ラ
ッ
ク
に
よ
る
青
空
市
を
提

案
し
た
。
日
量
３
万
台
の
車

が
通
行
し
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
る
国
道
３
３
７
号
の
道

路
側
帯
に
移
動
販
売
所
と
し

て
設
置
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

　
当
別
の
農
業
者
と
札
幌
市

の
商
工
業
者
と
の
連
携
を
深

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
し
、
そ
う
す
る
こ
と
で

新
た
な
農
産
物
の
商
品
開
発

に
つ
な
が
る
可
能
性
が
大
き

い
と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、試
み
と
し
て
、八

月
三
十
日
に
厚
別
区
の
市
民

交
流
広
場
で
区
役
所
と
市
民

団
体
が
共
催
す
る
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
と
タ
イ
アッ
プ
し
て

「
当
別
軽
ト
ラ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ

ト
」を
開
催
す
る
こ
と
に
なっ

た
。町
が
こ
れ
か
ら
行
お
う

と
す
る
こ
と
を
大
々
的
に
Ｐ

Ｒ
し
、
売
り
方
や
売
れ
る
農

作
物
は
何
か
な
ど
、
今
後
の

取
り
組
み
に
大
い
に
参
考
に

し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

　
当
別
ブ
ラ
ン
ド
に
な
る
商

品
開
発
の
実
現
に
向
け
て
、

そ
の
第
一
歩
と
も
言
え
る
当

別
軽
ト
ラ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
成
功
さ
せ
て
次
の
ス
テ
ッ

プ
へ
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 
般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問

般 
質 
問

問　
町
の
農
業
振
興
策
の
一

つ
で
あ
る
「
軽
ト
ラ
ッ
ク
に

よ
る
農
産
物
の
販
売
を
行
う

青
空
市
」の
事
業
に
つ
い
て
、当別町の農業振興の起爆剤となるか？

軽
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
青
空
市
は

何
の
た
め
に
実
施
す
る
の
か

臼
杵　
英
男　
議
員

町長
当
別
ブ
ラ
ン
ド
と
発
信
拠
点

を
創
出
し
た
い

活気溢れるふれあい市場（赤れんが６号）
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いっぱん質問

問　
五
月
に
発
生
し
た
中
国

四
川
省
の
大
地
震
で
は
、
学

校
施
設
に
甚
大
な
倒
壊
被
害

が
出
る
と
と
も
に
多
く
の
児

童
や
生
徒
が
生
き
埋
め
に
な

り
、
学
校
耐
震
化
の
必
要
性

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

わ
が
町
の
対
策
は
ど
う
か
。

　
財
政
難
や
過
去
に
大
地
震

の
前
例
が
な
い
な
ど
の
理
由

で
、
そ
の
対
応
が
遅
れ
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
る
。
児
童

や
生
徒
が
生
活
時
間
の
大
半

を
過
ご
し
、
災
害
時
に
は
地

域
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
大

切
な
役
割
を
担
う
学
校
の
耐

震
化
は
、「
待
っ
た
な
し
！
」

で
あ
る
。

　
国
会
で
公
立
小
中
学
校
の

耐
震
化
工
事
に
対
し
て
、
補

助
費
を
現
在
の
１
／
２
か
ら

２
／
３
に
引
き
上
げ
、
更
に

交
付
税
措
置
を
拡
充
す
る
こ

と
で
地
方
財
政
負
担
が
現
行

の
３
割
強
か
ら　
％
と
半
分

13

以
下
に
圧
縮
さ
れ
た
。

　
学
校
耐
震
化
の
推
進
は
、

児
童
や
生
徒
を
始
め
、
町
民

の
生
命
に
か
か
わ
る
最
重
要

課
題
で
あ
る
。
早
期
対
応
に

つ
い
て
、町
の
考
え
を
伺
う
。

教
育
長　
平
成
二
十
年
四
月

一
日
現
在
、
町
内
の
耐
震
検

査
を
必
要
と
し
な
い
棟
数
の

割
合
は
、　

％
で
あ
る
。全
国

61

で　
％
、全
道
で　
％
と
なっ

59

48

て
お
り
、高い
改
善
状
況
で
は

ない
が
、
古
い
施
設
が
多
く
、

改
築
に
大
き
な
財
政
負
担
が

か
か
り
、
な
か
な
か
進
ん
でい

ない
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
現
在
の
新
耐
震
基
準
に
な

っ
た
昭
和
五
十
六
年
以
前
の

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建

物
を
対
象
に
本
年
度
、
優
先

度
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に

し
てい
る
。

　
本
格
的
な
耐
震
診
断
と
そ

れ
に
伴
う
必
要
な
耐
震
補
強

工
事
は
、
改
正
さ
れ
た
国
庫

補
助
制
度
、あ
るい
は
、地
方

財
政
措
置
の
期
限
が
定
め
ら

れ
た
緊
急
対
策
で
あ
る
と
い

う
こ
と
も
考
慮
し
、そ
の
活
用

な
ど
につい
て
十
分
検
討
し
な

が
ら
、
今
後
の
取
り
組
み
につ

い
て
、町
長
部
局
と
協
議
し
て

い
き
たい
と
考
え
てい
る
。

マ
イ
箸
運
動
の推

進
に
つ
い
て

問　
現
在
、
地
球
規
模
で
森

林
が
急
速
に
減
少
し
、
砂
漠

化
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
国
会
で
森
林
の
整
備
を
促

し
、Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
量
を
増
や

す
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
特

別
措
置
法
が
施
行
さ
れ
た
。

　
私
達
は
外
出
先
で
食
事
を

す
る
と
き
、
必
ず
と
い
っ
て

い
い
ほ
ど
割
り
箸
を
使
っ
て

い
る
。
日
本
で
は
、
一
年
間

に
約
２
５
０
億
膳
が
使
わ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
、
一
人

当
た
り
に
換
算
す
る
と
約

２
０
０
膳
に
な
る
が
、
使
用

取
り
組
み
を
し
て
い
る
。ま

た
、職
員
の
家
庭
で
使っ
た
廃

て
ん
ぷ
ら
の
油
を
回
収
し
て

町
内
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
の

燃
料
と
し
て
再
利
用
し
て
い

る
。こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は

省
エ
ネ
対
策
と
し
て
早
く
か

ら
役
場
で
は
行って
お
り
、こ

れ
か
ら
も
行
政
、事
業
者
、町

民
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確

に
し
て
、一
層
、循
環
型
社
会

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
ぜ
ひ
農
家
の
方

は
家
の
周
り
に
、
木
を
植
え

て
農
家
林
を
つ
く
る
と
い
う

よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
い
た

だ
き
たい
し
、今
後
進
め
て
い

き
たい
と
思って
い
る
。

後
に
は
、
ほ
と
ん
ど
ご
み
と

し
て
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。
割
り
箸
の
約

　
％
は
中
国
か
ら
の
輸
入
品

96で
あ
る
。
中
国
で
は
割
り
箸

を
作
る
た
め
に
広
大
な
面
積

の
森
林
伐
採
が
進
み
、
森
林

伐
採
に
よ
っ
て
砂
漠
化
が
進

み
、
砂
漠
化
を
防
ぐ
た
め
に

日
本
か
ら
多
く
の
人
々
が
植

林
に
行
っ
て
い
る
。

　
森
林
資
源
の
保
全
と
ご
み

の
減
量
化
を
目
指
し
て
割
り

箸
を
使
わ
ず
、「
マ
イ
箸
」
を

持
つ
エ
コ
運
動
の
推
進
が
必

要
と
考
え
る
が
、
町
の
考
え

を
伺
う
。

町
長　
マ
イ
箸
運
動
の
趣
旨

と
同
様
、
環
境
の
保
全
は
ご

み
の
発
生
を
抑
制
す
る
上
か

ら
も
大
切
だ
と
考
え
て
い

る
。役
場
庁
舎
で
は
、廊
下
や

会
議
室
な
ど
の
蛍
光
灯
の
本

数
を
減
ら
し
、
ど
こ
で
も
電

気
が
つい
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
な
く
、
公
用
車
も
普
通
車

を
減
ら
し
、
軽
自
動
車
に
入

れ
か
え
て
い
る
。用
紙
は
書

き
損
じ
の
リ
サ
イ
ク
ル
、
冬

期
間
の
暖
房
は
設
定
温
度
を

　
度
に
し
て
、
午
後
３
時　

20

45

分
に
な
っ
た
ら
消
し
て
し
ま

う
な
ど
、
ガ
ソ
リ
ン
や
燃
料

費
の
節
約
と
同
時
に
二
酸
化

炭
素
の
排
出
を
少
な
く
す
る

小
中
学
校
の
耐
震
化
の
早
期
対
応
を

石
川　
和
栄　
議
員

教育長
十
分
検
討
し
、
町
長
部
局
と

協
議
し
て
い
き
た
い

環境保全とごみ減量化のために割り箸からマイ箸へ
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いっぱん質問

七
十
七
万
ト
ン
も
の
ミ
ニ
マ

ム
ア
ク
セ
ス
米
を
輸
入
し
な

が
ら
国
内
で
減
反
を
強
い
る

の
は
お
か
し
い
。
輸
入
へ
の

依
存
が
大
き
い
麦
や
大
豆
、

飼
料
穀
物
な
ど
を
価
格
保
障

な
ど
の
施
策
で
国
内
増
産
す

る
方
が
重
要
で
は
な
い
か
。

　
水
田
・
畑
作
経
営
所
得
安

定
対
策
は
、
今
年
の
秋
以
降

農
家
は
平
成
二
十
一
年
度
か

ら
二
十
二
年
度
以
降
の
見
通

し
が
示
さ
れ
て
い
な
い
と
来

年
の
春
に
は
計
画
で
き
な
い

と
の
声
が
聞
か
れ
る
。
国
や

道
へ
の
働
き
か
け
を
含
め
て

町
長
の
考
え
方
を
伺
う
。

町
長　
災
害
や
天
候
不
順
に

よ
る
国
際
的
な
食
糧
危
機
、

ま
た
、
食
の
安
全
・
安
心
な

ど
が
揺
る
が
さ
れ
る
状
態
が

頻
繁
に
起
こ
り
、
食
料
自
給

率
の
低
い
我
が
国
と
し
て
は

こ
れ
を
放
任
で
き
る
状
態
で

は
な
く
、
基
幹
産
業
が
農
業

で
あ
る
当
別
町
の
果
た
す
役

割
は
非
常
に
大
き
い
と
我
々

は
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。

　
水
田
・
畑
作
経
営
所
得
安

定
対
策
は
、小
麦
で
は
、前
対

策
の
資
金
総
額
の　
％
を
固

70

定
払
い
す
る
予
定
だっ
た
が
、

実
際
は
全
道
平
均
で　
％
と
58

大
き
く
下
回
り
、
支
援
水
準

町
民
と
の
よ
り
身
近
な
対
話
を
重
視
せ
よ

柏
樹　
　
正　
議
員

町長
具
体
的
な
テ
ー
マ
に
絞
り
、 

対
話
に
臨
み
た
い

問　
今
回
の
町
政
懇
談
会
は
、

町
が
当
面
抱
え
て
い
る
課
題

を
住
民
に
説
明
し
、
理
解
を

得
る
こ
と
を
主
要
な
目
的
と

し
て
進
め
ら
れ
た
が
、
２
、

３
の
町
内
会
単
位
で
ざ
っ
く

ば
ら
ん
に
懇
談
、
住
民
の
要

望
や
意
見
を
聞
く
場
と
し
て

工
夫
が
望
ま
れ
る
。

が
低い
実
態
で
あった
。こ
の
こ

と
か
ら
北
海
道
代
議
士
会
、

道
選
出
の
全
国
会
議
員
な
ど

に
要
請
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

幼
稚
園
教
育
に
対
す
る

公
的
責
任
に
つ
い
て

問　
幼
稚
園
、
保
育
所
の
計

画
案
が
出
さ
れ
た
が
、
保
育

所
は
子
ど
も
の
生
活
と
成
長

の
場
で
あ
り
、
ふ
さ
わ
し
い

施
設
と
質
、
安
定
し
た
運
営

が
不
可
欠
で
、
現
職
員
の
身

分
保
障
も
重
要
で
あ
る
。

　
幼
稚
園
は
、
多
様
で
豊
か

な
活
動
を
通
じ
て
小
学
校
入

学
前
の
基
礎
を
築
く
就
学
前

教
育
施
設
と
し
て
の
役
割
も

も
つ
。
昭
和
五
十
年
代
か
ら

六
十
年
代
に
か
け
て
ほ
と
ん

ど
の
子
ど
も
た
ち
が
町
立
の

幼
稚
園
、
保
育
所
か
ら
小
学

校
に
入
学
し
た
。
保
育
時
間

の
延
長
や
午
睡
、
給
食
の
希

望
、
通
園
に
関
す
る
問
題
な

ど
種
々
あ
っ
た
が
、
町
教
育

委
員
会
が
住
民
か
ら
期
待
を

さ
れ
、
信
頼
も
さ
れ
て
き
た

歴
史
で
も
あ
る
。
十
分
な
議

論
や
理
解
が
な
い
中
で
の
民

営
化
が
さ
れ
る
と
良
質
な
教

育
が
損
な
わ
れ
る
と
危
惧
す

る
声
も
あ
る
。
経
営
優
先
の

考
え
方
が
出
て
き
た
り
、
就

園
対
象
幼
児
数
の
減
少
に
よ

っ
て
運
営
が
放
棄
さ
れ
た

り
、
弊
害
が
生
ず
る
事
態
も

各
地
で
事
例
と
し
て
あ
る
と

聞
く
。
サ
ー
ビ
ス
を
引
き
受

け
る
法
人
の
十
分
性
、
適
格

性
の
基
準
に
対
す
る
教
育
長

の
考
え
を
伺
う
。

　
当
別
町
の
第
５
次
総
合
計

画
の
策
定
に
は
満
足
度
の
向

上
を
目
標
に
し
て
い
る
が
、

満
足
度
・
安
心
感
を
持
つ
た

め
に
具
体
的
な
施
策
と
手
だ

て
が
必
要
で
、
町
幹
部
が
直

接
地
域
で
対
話
の
機
会
を
持

つ
こ
と
も
大
事
で
は
な
い
か
。

町
長
の
考
え
方
を
伺
う
。

町
長　
大
人
数
の
集
ま
り
で

は
、
発
言
し
づ
ら
い
雰
囲
気

が
あ
り
、
町
民
の
本
当
の
声

を
聞
く
に
は
、
工
夫
が
必
要

だ
と
感
じ
た
。

　
今
後
、
町
政
懇
談
会
の
開

催
に
あ
た
っ
て
は
、
町
内
会

や
各
種
団
体
と
の
事
前
の
意

見
交
換
を
通
じ
、
具
体
的
な

テ
ー
マ
を
絞
り
込
む
な
ど
し

て
、
町
民
の
満
足
度
が
高
ま

る
町
政
運
営
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
。

町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問　
国
内
で
は
貧
困
と
格
差

拡
大
が
進
み
、
原
油
高
、
穀

物
高
に
よ
る
生
活
必
需
品
の

値
上
が
り
が
国
民
の
生
活
と

中
小
企
業
、
農
業
な
ど
の
経

営
を
更
に
圧
迫
し
て
い
る
。

福
田
自
公
政
権
は
、
生
活
者

重
視
と
言
い
な
が
ら
生
活
者

に
と
っ
て
は
冷
酷
で
あ
る
。

当
別
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
で
も
、
日
本
に
年
間 

ざっくばらんな雰囲気での話し合いを（ゆとろ）

教
育
長　
民
営
化
の
学
校
法

人
の
募
集
に
は
、「
経
営
の
安

定
性
、
あ
る
い
は
、
実
績
が

あ
る
か
」、「
教
育
、保
育
の
理

念
や
質
を
維
持
向
上
で
き
る

体
制
や
組
織
を
確
保
で
き
る

か
」、「
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
教
育
、
保
育
内
容
が

提
供
で
き
る
か
」、「
子
ど
も

の
発
達
や
育
ち
の
た
め
の
良

好
な
教
育
環
境
が
保
持
で
き

る
か
」
と
い
う
こ
と
な
ど
を

条
件
に
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

民営化による改悪教育は許されない！



　
青
山
ダ
ム
の
周
辺
は
、
森
と
湖
水
の

四
季
折
々
に
織
り
な
す
風
景
が
魅
力
的

で
美
し
い
。

　
特
に
、
初
夏
。
広
が
っ
た
雲
の
向
こ

う
で
日
が
傾
き
出
し
た
ら
、
ま
る
で
、

オ
ブ
ラ
ー
ト
に
包
ま
れ
た
よ
う
な
柔
ら

か
い
光
を
受
け
た
湖
面
の
輝
き
は
と
て

も
神
秘
的
で
あ
る
。

　
か
け
が
え
の
な

い
森
林
を
こ
れ
か

ら
も
守
り
、
育
て

て
い
く
た
め
に
、
地
域
の
皆
様
と
一
体

と
な
っ
て
環
境
保
全
の
推
進
に
取
り
組

む
と
同
時
に
緑
豊
か
な
大
地
や
自
然
の

美
し
さ
を
子
々
孫
々
ま
で
伝
え
て
い
き

た
い
。
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